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会  議  録 

会議名 令和４年度第 3回在宅医療・介護連携推進協議会 研修部会 

日 時 令和５年１月１３日（金）  １３時３０分～１４時３０分 

会 場 グーグルミートＷＥＢ会議 

参加者 【部会長】髙橋公一（みさと中央クリニック） 

【副部会長】佐藤真人（たかの薬局） 

【委 員】榊原佳彦（三愛会総合病院）、三瓶裕之（三郷ケアセンター）、

尾崎伸夫（地域包括支援センターひこなり北）猪瀬茜（すこ

やか福祉会）、篠崎隆太（デイサロンみさと居宅介護支援事業

所）、川上貴子（アカシア訪問看護ステーション） 

【サポートセンター/三郷市医師会】藤井なほ美、川島幸道 

【市事務局】髙橋真一、岡本斗希 

                      （敬称略） 

検討課題 １．令和 4年度の活動振返り、総評 

２．令和 5年度の方針 

内 容 

 

 

１．令和 4年度の活動振返り、総評 

①スケジュール 

第 1 回部会 令和 4 年 6 月 28 日（火）13：30～（WEB 会議） 

第 2 回部会 令和 4 年 7 月 26 日（火）13：30～（WEB 会議） 

第 3 回部会 令和 5 年 1 月 13 日（金）13：30～（WEB 会議） 

②今年度の BCP研修振返り、総評 

多職種向け BCP 研修会 

  日 時：令和 4 年 10 月 29 日（土）14：30～15：30 

  会 場：三郷中央におどりプラザ 3 階会議室ＡＢ 

方 法：①会場と WEB 研修会 

②Youtube 配信 12／6 ～ 12／12 

テーマ：三郷市災害発生時の被害想定と対応 

  ～ＢＣＰを策定する前に知っておきたい三郷市の防災計画～ 

・アンケートの結果 

 参加申込数 88 名（内研修会 65 人、後日配信 23 人） 

アンケート返信数 20 名 回収率 25.0％ 

【委員の意見】 
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※ハイブリット式、Youtube での配信は参加者が参加しやすいよう

に選択肢がふえたことは良かったと思う。アンケートの結果を踏ま

えて今後に生かしていければいい。BCP を実際にどう行っている

か具体的な事例ではなかったが、災害時の市の動きが分かり、自分

たちも勉強になった。より深く BCP を考えられる助けになったと

思う。市の災害時の動きや BCP について今後も研修を続けられれ

ばいい等の意見がありました。 

③三郷市医療介護関係者向け、看取り研修会について 

第 2 回の研修部会で令和 4 年度は ACP と BCP の研修会を 2 回行

えないかと検討しています。 

    三郷市からは医師会で ACP 研修をしているので同じテーマが重な 

らないように、内容が似たようなものにならないようにと要望が 

ありました。 

会場と日程は以下を確保しています。 

  ・令和 5 年 3 月 18 日（土）におどり会場 9：00～17：00 全面 

  改めて開催について、検討したいと思います。 

【委員の意見】 

  日にちが余りなく、講師を招請するのも難しい。 

  講師について看取り士会、納棺師、施設長さんとかにお願いするこ

とはできると思う。今年度は医師会の ACP と被ると思うので来年

度に時間をかけてしっかり準備して行うのがよいのではないか。 

２．令和 5 年度研修部会活動方針について 

令和 5 年第 1 回三郷市在宅医療介護連携推進協議会において、令和

5 年活動方針を決定しますが、今委員会で、一案として令和 5 年度

活動方針の検討をお願いいたします。 

令和 5 年研修部会の活動案として令和 5 年 1 月 30 日に開催する令

和 4 年第 3 回三郷市在宅医療介護連携推進協議会へ提案しますの

で、ご意見があれば、お聞かせください。 

①研修部会について 

  ・令和５年度も会場を用いた研修を調整することはコロナ感染症の

状況を鑑みて検討します。 

②内容について 

 ・研修者からの希望（別紙 アンケート結果参照） 

  BCP について 

（災害対策・避難行動要支援者の支援・連携体制・ 

計画書作成注意点） 2 件 
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  認知症（いろいろな困難事例と対応、支援方法） 2 件 

  SDGs（持続可能な開発目標）各事業所、三郷市の取り組み 

   (貧困、飢餓、保険、教育、ジェンダー、水・衛生・エネルギー等) 

     

 ・三郷市在宅医療介護連携推進協議会の議題としては ACP や看取り

についてです。 

   医療介護関係者が本人の意思の情報共有、理解、役割を深めるた

めにどのような研修が考えられるかを検討して下さい。 

【委員の意見】 

  研修会の時期や研修部会の活動は今年度と同じようにやっていく

のではないか。 

以前に話が上がっていたが BCP に関して、各自まだ事例を発表で 

きるところまでいっていない。今はまだ各事業所が自前でやってい 

くしかないと思う。 

 

ACP、BCP は三郷市の課題なので継続する必要がある。 

 

認知症では地域包括支援センターが行っている事例検討会がある。 

研修部会として行うのなら地域包括支援センターと協力して行う

のはどうか。 

地域密着を学ぶなら小規模多機能のことを学ぶのはどうか 

在宅の認知症の方をどう支えるか。 

 

SDGs は幅が広い。市の課題と地域の必要な取り組みとが繋がって

いるところを研修できると良い。研修部会と結びつけるイメージが

わかない。介護と医療の本筋から少し外れていきそうに思う。 

 

ポリファーマシーを課題としてはどうか。 

 

結 論 1. 振り返り：ハイブリット式、Youtube での配信は参加選択肢が増

え、良かった。参加方法、ＢＣＰは継続をしたほうがいい。 

令和 4年ＡＣＰ研修：令和 4年度は残り日数もないので、看取り

の研修会は令和 5年度にしっかりと準備して行うことを検討す

る。 

2. 令和 5年研修部会方針提案：ＡＣＰ、ＢＣＰは研修の継続を検討

する。 
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認知症、ポリファーマシーなどの新しい検討課題について改めて

検討する。 

3. 次回開催予定と内容 

・令和 5 年 6 月頃予定 

・活動について 

 

 

 


